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〔
省

令
〕

〇
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関

す
る
法
律
第
十
二
条
及
び
第
十
七
条
に
規

定
す
る
軌
道
運
送
高
度
化
事
業
及
び
道
路

運
送
高
度
化
事
業
を
定
め
る
省
令
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
（
総
務
一
一
七
）

〔
法
規
的
告
示
〕

〇
預
貯
金
者
の
意
思
に
基
づ
く
個
人
番
号
の

利
用
に
よ
る
預
貯
金
口
座
の
管
理
等
に
関

す
る
法
律
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
金

融
機
関
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件（
金
融
庁
・
財
務
・
厚
生
労
働
・
農
林
水

産
・
経
済
産
業
二
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
銀
行
法
第
五
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
主
要
株
主
認
可
が
そ
の
効
力
を
失
っ
た

件
（
金
融
庁
七
四
）

〇
共
同
募
金
会
が
募
集
す
る
寄
附
金
を
寄
附

金
控
除
の
対
象
と
な
る
寄
附
金
と
し
て
承

認
す
る
件
（
総
務
三
八
三
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁建

設
業
の
営
業
の
停
止
命
令
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
特
別
清
算
、
再
生
、
所
有
者
不
明

関
係

特
殊
法
人
等

企
業
年
金
基
金
変
更
関
係

会
社
そ
の
他

〇
各
都
道
府
県
共
同
募
金
会
が
令
和
八
年
十

月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
募
集
す
る
寄
附
金
を
寄
附
金
控

除
の
対
象
と
な
る
寄
附
金
又
は
法
人
の
各

事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
の
計
算
上
損
金

の
額
に
算
入
す
る
寄
附
金
と
し
て
承
認
す

る
件
（
財
務
二
七
七
）

〇
種
苗
法
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
十
一

条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
品
種
登

録
出
願
及
び
届
出
に
係
る
事
項
を
公
示
す

る
件
（
農
林
水
産
一
五
六
一
）

〇
登
録
基
幹
技
能
者
講
習
実
施
機
関
の
登
録

事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

（
国
土
交
通
一
二
一
六
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
関
東
地
方
整
備
局
二
二
六
、
二
二
七
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

警
察
庁

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

嘉
手
納
飛
行
場
の
一
部
土
地
に
関
す
る
裁
決

の
申
請
に
関
す
る
公
告
（
防
衛
省
）

法

務

公
証
人
任
免
（
法
務
省
）

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
埼
玉
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
二
）

国
土
交
通
省
・
観
光
庁
国
民
保
護
計
画
の
変

更
に
つ
い
て
（
国
土
交
通
省
・
観
光
庁
）





省

令

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定（
以
下「
対

象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法

律
第
十
二
条
、
第
十
七
条
及
び
第
二
十
五
条
の
二
に

規
定
す
る
軌
道
運
送
高
度
化
事
業
、
道
路
運
送
高
度

化
事
業
及
び
鉄
道
事
業
再
構
築
事
業
を
定
め
る
省
令

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法

律
第
十
二
条
及
び
第
十
七
条
に
規
定
す
る
軌
道
運
送

高
度
化
事
業
及
び
道
路
運
送
高
度
化
事
業
を
定
め
る

省
令

第
三
条

法
第
二
十
五
条
の
二
に
規
定
す
る
鉄
道
事

業
再
構
築
事
業
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、

国
庫
補
助
金
の
交
付
の
対
象
と
な
る
鉄
道
事
業
再

構
築
事
業
（
事
業
構
造
の
変
更
後
に
地
方
公
共
団

体
又
は
地
方
財
政
法
第
五
条
第
五
号
に
規
定
す
る

公
共
的
団
体
若
し
く
は
同
号
に
規
定
す
る
法
人
に

帰
属
す
る
鉄
道
施
設
又
は
車
両
に
係
る
事
業
で

あ
っ
て
、
同
号
に
規
定
す
る
経
費
に
係
る
事
業
に

限
る
。）と
す
る
。

﹇
新
設
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍

線
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
十
月
十
六
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
八
年
度
の
地
方
債
か
ら
適
用
す
る
。

法

規

的

告

示

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
（
連
続
す
る
他
の
規
定
と
記
号
に

よ
り
一
括
し
て
掲
げ
る
規
定
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
標
記
部
分
に
係
る
記
載
）
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対

象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前

欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄

に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

預
貯
金
者
の
意
思
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
に

よ
る
預
貯
金
口
座
の
管
理
等
に
関
す
る
法
律
第
十
七

条
に
規
定
す
る
行
政
庁
が
定
め
る
金
融
機
関
（
以
下

「
特
定
金
融
機
関
」
と
い
う
。）は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
と
す
る
。

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
九

略
﹈

﹇
一
〜
九

同
上
﹈

十

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
エ
ム
ッ
ト
銀
行
株
式
会
社

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

十
一
〜
二
十
一

﹇
略
﹈

十
〜
二
十

﹇
同
上
﹈

﹇
号
を
削
る
。﹈

二
十
一

天
草
漁
業
協
同
組
合

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

そ

の

他

告

示

令和年月日 火曜日 第号官 報
〇
総
務
省
令
第
百
十
七
号

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
の
規
定

に
基
づ
き
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
及
び
第
十
七
条
に
規
定
す
る
軌
道
運
送
高

度
化
事
業
及
び
道
路
運
送
高
度
化
事
業
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
十
三
日

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
及
び
第
十
七
条
に
規
定
す
る
軌
道
運
送
高
度
化

事
業
及
び
道
路
運
送
高
度
化
事
業
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
及
び
第
十
七
条
に
規
定
す
る
軌
道
運
送
高
度
化
事
業

及
び
道
路
運
送
高
度
化
事
業
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
九
年
総
務
省
令
第
百
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

〇
金

融

庁
、
財

務

省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省

告
示
第
二
号

預
貯
金
者
の
意
思
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
に
よ
る
預
貯
金
口
座
の
管
理
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第

三
十
九
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
預
貯
金
者
の
意
思
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
に
よ
る
預
貯
金
口
座
の
管

理
等
に
関
す
る
法
律
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
金
融
機
関
を
定
め
る
件
（
令
和
七
年
金

融

庁
、
財

務

省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省

告
示
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
三
日

金
融
庁
長
官

伊
藤

豊

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

〇
金
融
庁
告
示
第
七
十
四
号

株
式
会
社
福
井
銀
行
が
令
和
八
年
五
月
二
日
付
け
で
株
式
会
社
福
邦
銀
行
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権

の
保
有
者
で
な
く
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
五
十
五
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
株
式
会
社
福
井
銀
行
に
対
す
る
同
法
第
五
十
二
条
の
九
第
一
項
の
認
可
が
そ
の
効
力
を
失
っ
た
の
で
、
同
法
第

五
十
六
条
第
九
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
三
日

金
融
庁
長
官

伊
藤

豊





Ⅰ 品種登録出願の番号及び年月日、出願者の氏名又は名称及び住所又は居所、出願品種の属する農
林水産植物の種類並びに出願品種の名称

出願品種の属す
る農林水産植物
の種類

出願品種の名称 出願者の氏名又は名称及び
住所又は居所

品種登録出願の
番号及び年月日

Actinidia Lindl. ZR80 Zespri Group Limited

400 Maunganui Road, Mount
Maunganui South, New Zealand

第38474号
令和８年３月23日

Ananas comosus
(L.) Merr.

沖
おき

農
のう

P27 沖縄県
沖縄県那覇市泉崎１丁目２番２号

第38601号
令和８年６月18日

Chrysanthemum
L.

常
ひた

陸
ち

オータムホ
イップ

茨城県
茨城県水戸市笠原町978番６

第38523号
令和８年４月23日

〃 常
ひた

陸
ち

オータムシュ
ガー

〃 第38524号
令和８年４月23日

〃 DLFCENT1 Deliflor Royalties B.V.

Korte Kruisweg 163, 2676BS
Maasdijk, The Netherlands

第38580号
令和８年６月５日

〃 DLFPOPP3 〃 第38581号
令和８年６月５日

〃 DLFDRCO10 〃 第38582号
令和８年６月５日

〃 DLFGRECI1 〃 第38583号
令和８年６月５日

〃 DLFFUNS4 〃 第38584号
令和８年６月５日

〃 DLFCALA2 〃 第38585号
令和８年６月５日

Cucumis melo L. メロン中
ちゆ

間
うか

母
んぼ

本
ほん

農
のう

6号
ごう

国立研究開発法人農業・食品産業
技術総合研究機構
茨城県つくば市観音台三丁目１番
地１
国立大学法人筑波大学
茨城県つくば市天王台一丁目１番
１

第38598号
令和８年６月12日

Dianthus
caryophyllus L.

NATulele SB TALEE DE COLOMBIA
SAS

Cl 95 71 31 To 4 Ap 1401, Bo‑
gota, D.C., Colombia

第38545号
令和８年５月11日

〃 NATapel 〃 第38546号
令和８年５月11日

Fragaria L. ふく雪
ゆき

国立研究開発法人農業・食品産業
技術総合研究機構
茨城県つくば市観音台三丁目１番
地１
アグリ技研株式会社
福岡県久留米市国分町1151１

第38548号
令和８年５月11日

〃 はれ雪
ゆき

〃 第38549号
令和８年５月11日

〃 かすみ1号
ごう

菅谷嘉晃
茨城県かすみがうら市宍倉926
３
菅谷利男
茨城県かすみがうら市宍倉926
菅谷彰展
茨城県かすみがうら市宍倉926
３

第38556号
令和８年５月15日

令
和

年


月


日
火
曜
日

第




号

官
報

〇 財 務 省 告 示 第 二 百 七 十 七 号

寄 附 金 控 除 の 対 象 と な る 寄 附 金 又 は 法 人 の 各 事 業 年 度 の 所 得 の 金 額 の 計 算 上 損 金 の 額 に 算 入 す る 寄

附 金 を 指 定 す る 件 （ 昭 和 四 十 年 四 月 大 蔵 省 告 示 第 百 五 十 四 号 ） 第 四 号 の 規 定 に 基 づ き 、 各 都 道 府 県 共

同 募 金 会 が 令 和 八 年 十 月 一 日 か ら 令 和 九 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 募 集 す る 次 の 寄 附 金 を 寄 附 金 控 除

の 対 象 と な る 寄 附 金 又 は 法 人 の 各 事 業 年 度 の 所 得 の 金 額 の 計 算 上 損 金 の 額 に 算 入 す る 寄 附 金 と し て 承

認 す る 。
令 和 八 年 十 月 十 三 日 財 務 大 臣 片 山 さ つ き

社 会 福 祉 事 業 又 は 更 生 保 護 事 業 を 行 う こ と を 主 た る 目 的 と す る 者 の こ れ ら の 事 業 の 用 に 供 さ れ る 土

地 、 建 物 及 び 機 械 そ の 他 の 設 備 の 取 得 若 し く は 改 良 の 費 用 又 は こ れ ら の 事 業 に 係 る 経 常 的 経 費 に 充 て

る た め の 寄 附 金

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 五 百 六 十 一 号

種 苗 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 八 十 三 号 ） 第 五 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 品 種 登 録 出 願 及 び 同 法 第 二 十 一 条

の 二 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 届 出 を 受 理 し た の で 、 同 法 第 十 三 条 第 一 項 及 び 第 二 十 一 条 の 二 第 三 項 の 規

定 に 基 づ き 次 の と お り 公 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 十 三 日 農 林 水 産 大 臣 簗 和 生

〇 総 務 省 告 示 第 三 百 八 十 三 号

地 方 税 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 五 年 政 令 第 二 百 四 十 五 号 ） 第 七 条 の 十 七 第 一 号 の 規 定 に 基 づ き 、 社 会 福

祉 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 四 十 五 号 ） 第 百 十 三 条 第 二 項 に 規 定 す る 共 同 募 金 会 が 令 和 八 年 十 月 一 日 か

ら 令 和 九 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 募 集 す る 次 の 寄 附 金 を 寄 附 金 税 額 控 除 額 の 控 除 の 対 象 と な る 寄 附

金 と し て 承 認 し 、 当 該 共 同 募 金 会 に 対 し て 支 出 さ れ た 当 該 寄 附 金 の う ち 、 令 和 八 年 十 月 一 日 か ら 同 年

十 二 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 支 出 さ れ た 寄 附 金 に つ い て は 令 和 九 年 度 分 の 個 人 の 道 府 県 民 税 及 び 市 町 村

民 税 に つ い て 適 用 し 、 並 び に 令 和 九 年 一 月 一 日 か ら 同 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 支 出 さ れ た 寄 附 金 に

つ い て は 令 和 十 年 度 分 の 個 人 の 道 府 県 民 税 及 び 市 町 村 民 税 に つ い て 適 用 す る 。

令 和 八 年 十 月 十 三 日 総 務 大 臣 藤 井 比 早 之

社 会 福 祉 事 業 又 は 更 生 保 護 事 業 を 営 む こ と を 主 た る 目 的 と す る 者 の こ れ ら の 事 業 の 用 に 供 さ れ る 土

地 、 建 物 及 び 機 械 そ の 他 の 設 備 の 取 得 若 し く は 改 良 の 費 用 又 は こ れ ら の 事 業 に 係 る 経 常 的 経 費 に 充 て

る た め の 寄 附 金





〃 マ テ ラ キ ン グ
18-1-2

オオノ開發株式会社
愛媛県松山市北梅本町甲184番地

第38562号
令和８年５月18日

〃 マテラプリンセス
18-1-3

〃 第38563号
令和８年５月18日

Gloriosa L. ユキヒメ 小澤只嗣
愛知県碧南市平七町１丁目30番地
１

第38559号
令和８年５月15日

Gomphrena L. SAKGOM012 株式会社サカタのタネ
神奈川県横浜市都筑区仲町台二丁
目７番１号

第38589号
令和８年６月９日

〃 SAKGOM013 〃 第38590号
令和８年６月９日

Gypsophila L. MYGYP072 株式会社ミヨシ
東京都世田谷区八幡山２丁目１番
８号

第38561号
令和８年５月18日

Helianthus L. MYHEL071 〃 第38600号
令和８年６月15日

Hydrangea L. マナ岡
おか

田
だ

22 岡田成人
愛知県田原市小塩津町出口22番地

第38592号
令和８年６月10日

〃 MS1号
ごう

園木正広
福岡県久留米市大橋町合楽1069番
地３

第38596号
令和８年６月12日

Lactuca sativa L. BODILIQUE Rijk Zwaan Zaadteelt en Zaad‑
handel B.V.

Burgemeester Crezeelaan 40,
2678KX De Lier, The Nether‑
lands

第38551号
令和８年５月12日

LimoniumMill. DOLIMEMPEA BARBERET & BLANC, S.A.

Camino Viejo 205, 30890 Puerto
Lumbreras, Murcia, Spain

第38560号
令和８年５月18日

Malus domestica
(Suckow) Borkh.

ヤマミ1号
ごう

合同会社ヤマミ宮下農園
長野県下伊那郡松川町大島3231番
地

第38570号
令和８年５月25日

Matthiola incana
(L.) R. Br.

シャンテブルー2 株式会社ムラカミシード
茨城県笠間市大田町341番地

第38533号
令和８年５月８日

〃 シャンテラベン
ダー2

〃 第38537号
令和８年５月８日

Oryza sativa L. いにしえのロマン 木田真嗣
奈良県橿原市常盤町381

第38508号
令和８年４月６日

〃 越
えつ

南
なん

320号
ごう

福井県
福井県福井市大手３丁目17番１号
国立研究開発法人農業・食品産業
技術総合研究機構
茨城県つくば市観音台三丁目１番
１号

第38531号
令和８年５月７日

Rosa L. KHピンクパール 京阪園芸株式会社
大阪府枚方市伊加賀寿町１番５号

第38555号
令和８年５月14日

Sambucus nigra
L.

HYFJOLAIS Hyfryd Plants

Cefn Hyfryd, Kerry, Newtown,
Powys, SY16 4DX, United King‑
dom

第38599号
令和８年６月12日

Solanum
lycopersicum L.

CRYSTELLE Syngenta Crop Protection AG

Rosentalstrasse 67, 4058 Basel,
Switzerland

第38573号
令和８年５月27日

Zea mays L. ナツアシリ 国立研究開発法人農業・食品産業
技術総合研究機構
茨城県つくば市観音台三丁目１番
地１

第38576号
令和８年６月２日

〃 Ho133 〃 第38577号
令和８年６月２日

Ⅱ 品種登録出願の番号及び年月日、出願者の氏名又は名称及び住所又は居所、出願品種の属する農
林水産植物の種類、出願品種の名称、指定国並びに輸出する行為を制限する旨

出願品種の属す
る農林水産植物
の種類

出願品種の名称
出願者の氏名又は
名称及び住所又は
居所

品種登録出願
の番号及び年
月日

指定国
輸出する
行為を制
限する旨

Actinidia Lindl. ZR80 Zespri Group Li‑
mited

400 Maunganui
Road, Mount
Maunganui Sou‑
th, New Zealand

第38474号
令和８年３月
23日

なし 登録品種
につき品
種の育成
に関する
保護を認
めていな
い国以外
の 国 で
あって指
定国以外
の国に対
し種苗を
輸出する
行為及び
当該国に
対し最終
消費以外
の目的を
もって収
穫物を輸
出する行
為を制限
する。

令
和

年


月


日
火
曜
日

第




号

官
報





Chrysanthemum
L.

常
ひた

陸
ち

オータムホ
イップ

茨城県
茨城県水戸市笠原
町978番６

第38523号
令和８年４月
23日

〃 〃

〃 常
ひた

陸
ち

オータムシュ
ガー

〃 第38524号
令和８年４月
23日

〃 〃

Cucumis melo L. メロン中
ちゆ

間
うか

母
んぼ

本
ほん

農
のう

6号
ごう

国立研究開発法人
農業・食品産業技
術総合研究機構
茨城県つくば市観
音台三丁目１番地
１
国立大学法人筑波
大学
茨城県つくば市天
王台一丁目１番１

第38598号
令和８年６月
12日

〃 〃

Fragaria L. ふく雪
ゆき

国立研究開発法人
農業・食品産業技
術総合研究機構
茨城県つくば市観
音台三丁目１番地
１
アグリ技研株式会
社
福岡県久留米市国
分町1151１

第38548号
令和８年５月
11日

〃 〃

〃 はれ雪
ゆき

〃 第38549号
令和８年５月
11日

〃 〃

〃 かすみ1号
ごう

菅谷嘉晃
茨城県かすみがう
ら市宍倉926３
菅谷利男
茨城県かすみがう
ら市宍倉926
菅谷彰展
茨城県かすみがう
ら市宍倉926３

第38556号
令和８年５月
15日

〃 〃

Gloriosa L. ユキヒメ 小澤只嗣
愛知県碧南市平七
町１丁目30番地１

第38559号
令和８年５月
15日

〃 〃

Gomphrena L. SAKGOM012 株式会社サカタの
タネ
神奈川県横浜市都
筑区仲町台二丁目
７番１号

第38589号
令和８年６月
９日

〃 〃

Hydrangea L. MS1号
ごう

園木正広
福岡県久留米市大
橋町合楽1069番地
３

第38596号
令和８年６月
12日

〃 〃

Malus domestica
(Suckow) Borkh.

ヤマミ1号
ごう

合同会社ヤマミ宮
下農園
長野県下伊那郡松
川町大島3231番地

第38570号
令和８年５月
25日

〃 〃

Oryza sativa L. 越
えつ

南
なん

320号
ごう

福井県
福井県福井市大手
３丁目17番１号
国立研究開発法人
農業・食品産業技
術総合研究機構
茨城県つくば市観
音台三丁目１番１
号

第38531号
令和８年５月
７日

〃 〃

Sambucus nigra
L.

HYFJOLAIS Hyfryd Plants

Cefn Hyfryd,
Kerry, Newtown,
Powys, SY16
4DX, United
Kingdom

第38599号
令和８年６月
12日

〃 〃

Zea mays L. ナツアシリ 国立研究開発法人
農業・食品産業技
術総合研究機構
茨城県つくば市観
音台三丁目１番地
１

第38576号
令和８年６月
２日

〃 〃

〃 Ho133 〃 第38577号
令和８年６月
２日

〃 〃

〃 SAKGOM013 〃 第38590号
令和８年６月
９日

〃 〃

Gypsophila L. MYGYP072 株式会社ミヨシ
東京都世田谷区八
幡山２丁目１番８
号

第38561号
令和８年５月
18日

〃 〃

Helianthus L. MYHEL071 〃 第38600号
令和８年６月
15日

〃 〃

令
和

年


月


日
火
曜
日

第




号

官
報





Ⅲ
品
種
登
録
出
願
の
番
号
及
び
年
月
日
、
出
願
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
居
所
、
出
願
品
種
の
属
す
る
農

林
水
産
植
物
の
種
類
、
出
願
品
種
の
名
称
、
指
定
地
域
並
び
に
生
産
す
る
行
為
を
制
限
す
る
旨

出
願
品
種
の
属
す

る
農
林
水
産
植
物

の
種
類

出
願
品
種
の
名
称

出
願
者
の
氏
名
又
は

名
称
及
び
住
所
又
は

居
所

品
種
登
録
出
願

の
番
号
及
び
年

月
日

指
定
地
域

生
産
す
る

行
為
を
制

限
す
る
旨

A
n
a
n
a
s
co
m
o
su
s

(L
.)
M
err.

沖 お
き農 の
うP
27

沖
縄
県

沖
縄
県
那
覇
市
泉
崎

１
丁
目
２
番
２
号

第
38601号
令
和
８
年
６
月

18日

沖
縄
県
指
定
地
域

以
外
の
地

域
に
お
い

て
種
苗
を

用
い
る
こ

と
に
よ
り

得
ら
れ
る

収
穫
物
を

生
産
す
る

行
為
を
制

限
す
る
。

C
h
ry
sa
n
th
em
u
m

L
.

常 ひ
た陸 ち

オ
ー
タ
ム
ホ

イ
ッ
プ

茨
城
県

茨
城
県
水
戸
市
笠
原

町
978番

６

第
38523号
令
和
８
年
４
月

23日

茨
城
県
〃

〃
常 ひ
た陸 ち

オ
ー
タ
ム
シ
ュ

ガ
ー

〃
第
38524号
令
和
８
年
４
月

23日

〃
〃

O
ry
za
sa
tiv
a
L
.

越 え
つ南 な
ん320号 ご

う

福
井
県

福
井
県
福
井
市
大
手

３
丁
目
17番
１
号

国
立
研
究
開
発
法
人

農
業
・
食
品
産
業
技

術
総
合
研
究
機
構

茨
城
県
つ
く
ば
市
観

音
台
三
丁
目
１
番
１

号

第
38531号
令
和
８
年
５
月

７
日

福
井
県
〃

国
会
事
項

人
事
異
動

令和年月日 火曜日 第号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
十
六
号

建
設
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
建
設
省
令
第
十
四
号
）
第
十
八
条
の
九
の
規
定
に
よ
り
、
同
規
則
第
十
八
条

の
六
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
規
則
第
十
八
条
の
十
八
第
二
号
の
規

定
に
よ
り
、
公
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
三
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

登
録
番
号

19

登
録
基
幹
技
能
者
講
習
実
施
機
関
の
名
称

一
般
社
団
法
人

建
築
開
口
部
協
会

一
般
社
団
法
人

日
本
サ
ッ
シ
協
会

変
更
後
の
代
表
者
の
氏
名

江
崎

裕
之

魚
津

彰

変
更
年
月
日

令
和
八
年
五
月
二
十
九
日

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
二
十
六
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
十
三
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
三
日

関
東
地
方
整
備
局
長

西
澤
賢
太
郎

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

四

号

小
山
市
大
字
粟
宮
字
西
道
上
一
四
二
七
番
一
か
ら
同
市
大
字
粟
宮

字
宮
内
一
五
八
〇
番
一
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る

部
分
の
み
。）

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
宇

都
宮
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
十
月
十
三
日

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
二
十
七
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
十
三
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
三
日

関
東
地
方
整
備
局
長

西
澤
賢
太
郎

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

四
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

小
山
市
大
字
粟
宮
字
西
道
上
一
四
二
八
番
一
か
ら
同
市
大
字

粟
宮
字
西
道
上
一
五
五
二
番
二
ま
で

前後

一
四
・
〇
六
〜
二
七
・
三
三

一
四
・
〇
六
〜
二
七
・
三
三

〇
・
八
二
三

〇
・
八
二
三

図
面
縦
覧
場
所

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
宇
都
宮
国
道
事
務
所

参

議

院

議
事
日
程

十
月
九
日
の
議
事
日
程
は
次
の
と
お
り
。

議
事
日
程

第
三
号

令
和
八
年
十
月
九
日
（
金
曜
日
）

午
前
十
時
開
議

第
一

国
務
大
臣
の
演
説
に
関
す
る
件
（
第
三
日
）

議
案
送
付
（
予
備
審
査
）

十
月
八
日
議
長
は
、
次
の
議
員
提
出
案
を
衆
議
院
に
送

付
し
た
。

旧
氏
を
通
称
と
し
て
使
用
す
る
機
会
の
拡
大
を
図
る
た

め
の
措
置
等
に
関
す
る
法
律
案
（
神
谷
宗
幣
外
四
名
発

議
）

質
問
主
意
書
提
出

十
月
八
日
議
員
か
ら
次
の
質
問
主
意
書
が
提
出
さ
れ

た
。就

労
移
行
支
援
体
制
加
算
の
適
正
化
と
一
般
就
労
へ
の

移
行
実
績
の
評
価
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
石
垣
の
り

こ
提
出
）（
第
六
号
）

内

閣

黒
木

豊
人

総
務
大
臣
秘
書
官
に
任
命
す
る

山
田

一
郎

法
務
大
臣
秘
書
官
に
任
命
す
る

安
野

啓
子

農
林
水
産
大
臣
秘
書
官
に
任
命
す
る

福
井

正
直

国
土
交
通
大
臣
秘
書
官
に
任
命
す
る

堀
越
冨
士
夫

環
境
大
臣
秘
書
官
に
任
命
す
る

池
上

聰

国
務
大
臣
秘
書
官
に
任
命
す
る

古
川
国
務
大
臣
附
を
命
ず
る

佐
藤

公
彦

国
務
大
臣
秘
書
官
に
任
命
す
る

細
野
国
務
大
臣
附
を
命
ず
る

池
田

芳
宏

国
務
大
臣
秘
書
官
に
任
命
す
る

梨
国
務
大
臣
附
を
命
ず
る





官 庁 報 告

一 使 用 し よ う と す る 土 地 に 係 る 土 地 の 所 在 、 地 番 及 び 地 目

所 在 地 番 地 目

沖 縄 県 中 頭 郡 北 谷 町 字 上 勢 頭 平 安 山 伊 森 原 一 〇 七 〇 番 墓 地

沖 縄 県 中 頭 郡 北 谷 町 字 下 勢 頭 下 勢 頭 原 四 〇 〇 番 二 墓 地

令
和

年


月


日
火
曜
日

第




号

官
報

総 務 大 臣 秘 書 官 宮 本 賢 一

法 務 大 臣 秘 書 官 廣 瀬 典 子

文 部 科 学 大 臣 秘 書 官 柏 原 隆 宏

農 林 水 産 大 臣 秘 書 官 田 中 辰 明

国 土 交 通 大 臣 秘 書 官 大 串 穂 尭

環 境 大 臣 秘 書 官 佐 藤 紀 人

国 務 大 臣 秘 書 官 髙 野 雅 樹

同 渡 邊 恵 美

同 石 井 あ ゆ 子

願 に 依 り 本 官 を 免 ず る （ 各 通 ）（ 以 上 九 月 十 七 日 ）

山 崎 規 恵

財 務 大 臣 秘 書 官 に 任 命 す る

財 務 大 臣 秘 書 官 山 下 英 二

願 に 依 り 本 官 を 免 ず る （ 以 上 九 月 三 十 日 ）
市 場 潤 一

文 部 科 学 大 臣 秘 書 官 に 任 命 す る

金 子 春 菜

国 務 大 臣 秘 書 官 に 任 命 す る

中 司 国 務 大 臣 附 を 命 ず る （ 以 上 十 月 一 日 ）

特 命 全 権 大 使 長 島 純

願 に 依 り 本 官 を 免 ず る （ 十 月 六 日 ）

警 察 庁

（ 中 国 四 国 管 区 警 察 局 長 ） 警 視

監 津 田 隆 好

警 察 庁 長 官 官 房 付 を 命 ず る

（ 警 察 庁 長 官 官 房 付 ） 同 津 田 隆 好

辞 職 を 承 認 す る

（ 近 畿 管 区 警 察 局 総 務 監 察 部 長 ）

警 視 長 野 本 靖 之

警 視 監 に 任 命 す る

中 国 四 国 管 区 警 察 局 長 を 命 ず る

（ 近 畿 管 区 警 察 局 長 ） 警 視 監 三 田 豪 士

近 畿 管 区 警 察 局 総 務 監 察 部 長 事 務 取 扱 を 命 ず る

（ 以 上 九 月 二 十 五 日 ）

官 庁 事 項

嘉 手 納 飛 行 場 の 一 部 土 地 に 関 す る 裁 決 の 申 請 に 関 す る 公 告

日 本 国 と ア メ リ カ 合 衆 国 と の 間 の 相 互 協 力 及 び 安 全 保 障 条 約 第 六 条 に 基 づ く 施 設 及 び 区 域 並 び に 日

本 国 に お け る 合 衆 国 軍 隊 の 地 位 に 関 す る 協 定 の 実 施 に 伴 う 土 地 等 の 使 用 等 に 関 す る 特 別 措 置 法 （ 昭 和

二 十 七 年 法 律 第 百 四 十 号 ） 第 十 四 条 の 規 定 に よ り 適 用 さ れ る 土 地 収 用 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 二 百 十

九 号 。 以 下 「 土 地 収 用 法 」 と い う 。 ） 第 四 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 沖 縄 県 収 用 委 員 会 か ら 裁 決 の 申

請 が あ っ た 旨 の 通 知 を 受 け た の で 、 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

二 沖 縄 防 衛 局 長 か ら 沖 縄 県 収 用 委 員 会 に 対 し て 、 令 和 八 年 八 月 二 十 一 日 付 け 沖 防 第 五 千 六 百 八 十 一

号 に よ り 、 土 地 収 用 法 第 四 十 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 同 法 第 三 十 九 条 第 一 項 の 使 用 の 裁 決 の 申 請 が

あ っ た 。

三 裁 決 手 続 開 始 の 登 記 と そ の 効 果

公 告 期 間 を 経 過 し た 後 は 、 土 地 収 用 法 第 四 十 五 条 の 二 の 規 定 に よ り 裁 決 手 続 開 始 の 決 定 及 び 裁 決

手 続 開 始 の 登 記 が あ り 、 登 記 が あ っ た 後 は 、 同 法 第 四 十 五 条 の 三 の 規 定 に よ る 処 分 制 限 が あ る 。

四 公 告 期 間

令 和 八 年 十 月 十 三 日 か ら 同 月 二 十 七 日 ま で

令 和 八 年 十 月 十 三 日 防 衛 大 臣 小 泉 進 次 郎

法 務

公 証 人 任 免

水 戸 地 方 法 務 局 所 属 公 証 人 有 竹 茂 一 は 願 に よ り

公 証 人 を 免 ぜ ら れ た 。

安 藤 慎 一 は 公 証 人 に 任 命 さ れ 、 水 戸 地 方 法 務 局

所 属 公 証 人 有 竹 茂 一 の 後 任 を 命 ぜ ら れ た 。

横 浜 地 方 法 務 局 所 属 公 証 人 醍 醐 治 は 願 に よ り

公 証 人 を 免 ぜ ら れ た 。

杉 浦 直 紀 は 公 証 人 に 任 命 さ れ 、 横 浜 地 方 法 務 局

所 属 公 証 人 醍 醐 治 の 後 任 を 命 ぜ ら れ た 。（ 以 上 十

月 一 日 ）（ 法 務 省 ）

労 働

最低賃金の改正決定に関する公示
埼玉労働局最低賃金公示第２号
最低賃金法（昭和34年法律第137号）第15条第

２項の規定に基づき、埼玉県電子部品・デバイ
ス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具
製造業最低賃金（令和６年埼玉労働局最低賃金公
示第２号）の一部を次のように改正する決定をし
たので、同法第19条第１項の規定により公示する。
令和８年 10 月 13 日

埼玉労働局長 田平 浩二
第４号中「１時間1168円」を「１時間1223円」
に改める。

附 則
この決定は、令和８年12月１日から効力を生ず
る。

第３章第７節２の２つ目の〇中「あらかじめ都
道府県知事より避難施設として指定されたものに
おいて避難住民の受入れを行うこととなった場合
には、当該避難施設の開設のために」を「都道府
県知事から収容施設としての使用の申入れがあっ
た場合には、避難住民等の受入れが適切に行われ
るよう」に、「よう努めるものとする。」を「ものと
する。また、公営住宅等補助金等の交付を受けた
地方公共団体等が管理する施設等について、都道
府県知事から収容施設としての使用の申入れが
あった場合には、補助金等に係る予算の執行の適
正化に関する法律その他関係法令上の取扱いにつ
いて、必要に応じて、適切な措置を講ずるものと
する。」に改める。
第３章第７節２の３つ目の〇中「都道府県知事
から」の前に「国土交通大臣は、必要に応じ、又
は」を加える。
第３章第７節２の４つ目の〇中「応急仮設住宅
等」を「長期避難住宅又は応急仮設住宅」に改め
る。
第３章第９節１の１つ目の〇中「道路の利用
指針（武力攻撃事態等における特定公共施設等の
利用に関する法律（平成16年法律第114号。以下
「特定公共施設利用法」という。）第12条第１項の
道路の利用指針をいう。）」を「港湾施設、飛行場
施設及び道路の利用指針（武力攻撃事態等におけ
る特定公共施設等の利用に関する法律（平成16年
法律第114号。以下「特定公共施設利用法」とい
う。）第６条第１項、第10条第１項及び第12条第１
項の利用指針をいう。）」に改める。

国土交通省・観光庁国民保護計画の変更について
武力攻撃事態等における国民の保護のための措
置に関する法律（平成16年法律第112号）第33条
第１項の規定に基づく国土交通省及び観光庁の国
民の保護に関する計画（国土交通省・観光庁国民
保護計画）を次のとおり変更したので公表する。
令和８年 10 月 13 日

国土交通大臣 井林 辰憲
観光庁長官 木村 典央

国土交通省・観光庁国民保護計画の一部を次の
ように変更する。
第２章第５節２の２つ目の〇中「応急仮設住宅
等」を「長期避難住宅又は応急仮設住宅」に改め
る。
第２章第５節２の２つ目の〇の次に「〇国土交
通省が管理・所管する施設について、都道府県知
事から避難施設としての指定について同意を求め
られた場合には、積極的に指定に応じるなど適切
に対応するものとする。」を加える。

第３章第５節の３つ目の〇中「企画旅行等」を
「企画旅行」に改め、「旅行業協会」の次に「を通
じて旅行業者」を加える。

第３章第９節１の４つ目の〇の１つ目の・中
「運送事業者である指定公共機関及び指定地方公
共機関」を「指定公共機関及び指定地方公共機関
を始めとする運送事業者」に、「運送事業者である
指定公共機関及び指定地方公共機関」を「指定公
共機関及び指定地方公共機関を始めとする運送事
業者」に改める。
第３章第９節１の４つ目の〇の２つ目の・の
次に「・あらかじめ、高齢者、障害者その他特に
配慮を要する者の避難に関する搬送手段や付添体
制の整理に努め、住民を実際に避難させる必要が
生じた場合においては、これらの者が適切に避難
できるようにするものとする。」を加える。
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第３章第12節の１つめの〇の次に「〇国土交通
省は、水道水が汚染された場合等には、関係省庁
と連携し、必要に応じ、放射性物質等による汚染
状況の調査、水道水の摂取制限、汚染物の除去等
について関係機関に要請するものとする。」を加え
る。
第４章第１節２の１つ目の〇中「し、又は保有
する開発保全航路及び港湾施設」を「又は所有す
る港湾施設並びに開発保全航路及び緊急確保航
路」に、「避難住民の運送等」を「避難住民の運送
及び緊急物資の運送」に改める。

諸 事 項

建設業の営業の停止命令の公告
建設業法（昭和24年法律第100号）第28条第３

項の規定による処分をしたので、同法第29条の５
第１項の規定に基づき、次のとおり公告する。
令和８年 10 月 13 日

中部地方整備局長 西村 拓
１ 処分をした年月日 令和８年９月29日
２ 被処分者の商号、代表者の氏名、主たる営業
所の所在地及び許可番号 川北電気工業株式会
社 代表取締役 大津 正己 愛知県名古屋市
中区栄四丁目６番25号 国土交通大臣許可
（般・特７）第3961号
３ 処分の内容 建設業法第28条第３項に基づく
営業の停止命令
 停止を命ずる営業の範囲
岐阜県、静岡県、愛知県及び三重県の区域
内における電気工事業に関する営業のうち、
民間工事に係るもの。
（注１）「電気工事業に関する営業」とは、

注文者から電気工事を請け負う営業を
いう。

（注２）「民間工事」とは、国、地方公共団
体、法人税法（昭和40年法律第34号）
別表第一に掲げる公共法人（地方公共
団体を除く。）又は建設業法施行規則
（昭和24年建設省令第14号）第18条に
規定する法人が発注者である建設工事
以外の建設工事をいう。

 期間
令和８年10月14日から令和８年10月16日ま
での３日間

４ 処分の原因となった事実 川北電気工業株式
会社が二次下請として受注の準備を進めていた
愛知県大府市における空調機増設工事の見積前
の現地調査において、令和７年８月25日、分電
盤内の電流測定作業を実施していた同社作業員
が何らかの原因で充電電路部に触れたことで感
電し死亡する事故が発生した。
この件について、充電電路部に接触すること
により感電の危険が生ずるおそれがあったの
に、充電電路部及び作業員に絶縁用保護具等を
着用させる等危険を防止するために必要な措置
を講じず、作業員を死亡させたとして、令和８
年４月10日に半田簡易裁判所から、同社に対し
労働安全衛生法違反により罰金30万円、同社社
員１名に対し労働安全衛生法違反及び業務上過
失致死により罰金30万円の略式命令が下され、
それぞれの刑が確定している。
このことが、建設業法第28条第１項第３号に
該当すると認められる。

相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告
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相続権主張の催告
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公 示 催 告 失踪に関する届出の催告

失 踪 宣 告

除 権 決 定

破産手続開始


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破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間
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破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間
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破産債権の届出期間及び一般
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書面による計算報告
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第




号

官
報

特別清算開始
令和８年（ヒ）第１００１号
島根県浜田市朝日町113番地6
清算株式会社 株式会社平和商会
代表清算人 武田 章子
１ 決定年月日 令和8年9月16日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始
を命ずる。

松江地方裁判所浜田支部

特別清算終結
令和8年（ヒ）第3015号
大阪市福島区福島５丁目１３番１８号
清算株式会社 三協エンジニアリング株式会社
１ 決定年月日 令和8年9月25日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。
大阪地方裁判所第６民事部
令和８年（ヒ）第７号
兵庫県姫路市飾磨区構四丁目５５番地
清算株式会社 株式会社ＩＳＤ
１ 決定年月日 令和８年９月２８日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

神戸地方裁判所姫路支部

特別清算協定認可

令和８年（ヒ）第２号
長崎県諫早市久山町２０１４番地７２
清算株式会社 三恵綜合企画株式会社
代表清算人 木村 隆二
１ 決定年月日 令和８年９月２８日
２ 主文 次の協定を認可する。

協 定
１ 弁済の場所
協定による弁済は、債権者に対しその指定す
る銀行口座へ振り込む手続により実施する。
２ 弁済の内容
（１）基本方針

一般債権については、清算会社の有する現
金・預金及びその他清算会社の資産を処分する
ことにより得る金員により、各債権者の総債権
額に基づき定めた基準シェアにより債権額で按
分して弁済する。
以上の基本方針に基づいて弁済する予定額は
別紙「弁済予定額一覧表」のとおりとする。
（２）弁済の時期
弁済は、協定案が可決成立し、裁判所の認可
決定が確定した後４０日以内に実施する。
なお、弁済後に残余財産が発見された場合に
は、これを処分した上で追加配当を実施する。
３ 弁済後の債務
上記２の弁済後の残債権額については、その
全額について全債権者から放棄を受ける。
（別紙省略）

以上
長崎地方裁判所大村支部

令和８年（ヒ）第１００２号
神奈川県鎌倉市腰越３丁目１４番１２号
清算株式会社 株式会社堤工業
代表清算人 堤 俊博
１ 決定年月日 令和８年９月２８日
２ 主文 次の協定を認可する。

協定
１ 清算株式会社は、協定債権者かながわ信用金
庫に対して有する出資金返還請求権（５万円）を
放棄し、協定債権者かながわ信用金庫における任
意の時期において相殺処理することに異議を述べ
ない。

２ 別紙記載の協定債権者は、清算株式会社に対
し、その債務を免除する。ただし、協定債権者
かながわ信用金庫につき、前項の出資金返還請
求権と対当額で相殺処理される限りでの債務に
ついてはこの限りでない。
３ 清算株式会社に新たな財産が発見されたとき
は、清算株式会社は、これを速やかに換価し、
換価代金から必要な費用を控除した残額を、協
定債権者かながわ信用金庫及び協定債権者神奈
川県信用保証協会に対して、各協定債権額の割
合に応じて弁済する。この場合においては、協
定債権者かながわ信用金庫及び協定債権者神奈
川県信用保証協会が前項の規定により行った免
除は、新たにされた弁済の限りで効力を失うも
のとする。
（別紙省略）

以上
横浜地方裁判所第３民事部

小規模個人再生による再生手
続開始

令和８年（ヒ）第１５号
石川県能美郡川北町字山田先出１４６番地１
清算株式会社 株式会社クールプロジェクト
代表清算人 茂藤 雅彦
１ 決定年月日 令和８年９月２８日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

金沢地方裁判所民事部






令
和

年


月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
火
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による書面決
議に付する決定






令
和

年


月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
火
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による再生手
続廃止

給与所得者等再生による再生
手続開始

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

給与所得者等再生による再生
計画認可

所在等不明共有者の持分の取
得の裁判に関する異議の催告






令
和

年


月


日
火
曜
日

第




号

官
報

所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告

所有者不明建物管理命令に関
する異議の催告

所有者不明専有部分管理命令
に関する異議の催告

企業年金基金変更公告
日本ケミコン企業年金基金の事務所の所在地に
変更があったので、確定給付企業年金法第15条及
び確定給付企業年金法施行令第９条の規定により
次のように公告する。
１．新事務所の所在地 東京都品川区大崎五丁目
６番４号
２．旧事務所の所在地 東京都青梅市東青梅１丁
目７番地の６
３．変更年月日 令和８年10月１日
令和８年 10 月 13 日

日本ケミコン企業年金基金
理事長 福島 勇介





令和年月日 火曜日 第号官 報

会
社
そ
の
他
の
公
告

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
十
一
日

掲
載
頁

一
二
四
頁
（
号
外
第
一
二
九
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
十
一
日

掲
載
頁

一
一
〇
頁
（
号
外
第
一
二
九
号
）

令
和
八
年
十
月
十
三
日

宮
城
県
名
取
市
下
余
田
字
中
荷
六
七
二
番
地
の
一

（
甲
）
株
式
会
社
セ
ン
コ
ン
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

代
表
取
締
役

久
保
田
賢
二

宮
城
県
名
取
市
下
余
田
字
中
荷
六
七
二
番
地
の
一

（
乙
）
Ｓ
Ｋ
ロ
ジ
ネ
ッ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

久
保
田
賢
二

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
九
年
一
月
一
日
で
あ
り
、
両
社
の

株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
九
月
三
十
日
に
終
了

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.sh
o
n
a
i.co
.jp
/

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.h
o
k
u
to
b
a
n
k
.co
.jp
/

p
ro
file/k

essa
n
.h
tm

令
和
八
年
十
月
十
三
日

山
形
県
山
形
市
本
町
一
丁
目
四
番
二
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
荘
内
銀
行

取
締
役
頭
取

佐
藤

敬

秋
田
県
秋
田
市
中
通
三
丁
目
一
番
四
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
北
都
銀
行

取
締
役
頭
取

佐
藤

敬

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
、乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
乙
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.d
elo
itte.co

m
/jp
/ja
/leg
a
l/

p
u
b
lic -n

o
tice.h

tm
l

令
和
八
年
十
月
十
三
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
三
丁
目
二
番
三
号
丸
の

内
二
重
橋
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

（
甲
）
デ
ロ
イ
ト
ト
ー
マ
ツ
ノ
ー
ド
合
同
会
社

代
表
社
員

合
同
会
社
デ
ロ
イ
ト
ト
ー
マ
ツ

職
務
執
行
者

藤
岡

稔
大

東
京
都
千
代
田
区
一
番
町
一
三
番
地
一
メ
ト
ロ
シ

テ
ィ
半
蔵
門

（
乙
）
デ
ロ
イ
ト
ト
ー
マ
ツ
ア
ク
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

上
野

聖

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
七
日

掲
載
頁

八
十
六
頁
（
号
外
第
二
〇
八
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
七
日

掲
載
頁

八
十
七
頁
（
号
外
第
二
〇
八
号
）

令
和
八
年
十
月
十
三
日

大
阪
市
西
区
西
本
町
二
丁
目
六
番
一
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
ク
レ
ド
リ
シ
ャ
ス
・
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス代

表
取
締
役

中
山
ユ
カ
リ

大
阪
市
西
区
西
本
町
二
丁
目
六
番
一
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
メ
ゾ
ン
・
ド
・
ソ
レ
イ
ユ

代
表
取
締
役

中
山
ユ
カ
リ

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.d
y
d
o
.co
.jp
/g
ro
u
p
/d
a
v
/

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.d
y
d
o
.co
.jp
/g
ro
u
p
/d
v
n
/

令
和
八
年
十
月
十
三
日

大
阪
府
大
阪
市
北
区
中
之
島
二
丁
目
二
番
七
号

（
甲
）
ダ
イ
ド
ー
ア
サ
ヒ
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
株
式

会
社

代
表
取
締
役

寺
内

昭
夫

静
岡
県
袋
井
市
徳
光
一
番
地
の
一

（
乙
）
株
式
会
社
ダ
イ
ド
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
静
岡

代
表
取
締
役

長
澤

徹

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
、
甲
は
乙
の
部
署
で
あ
る

C
u
st
D
iv

、E
T
&
P
̲H
C
D
iv

、F
S
I
D
iv

、
及
び

H
Q
D
iv

に
お
い
て
行
っ
て
い
る
事
業
に
関
す
る
権
利

義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
乙
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.d
elo
itte.co

m
/jp
/ja
/leg
a
l/

p
u
b
lic -n

o
tice.h

tm
l

令
和
八
年
十
月
十
三
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
三
丁
目
二
番
三
号
丸
の

内
二
重
橋
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

（
甲
）
合
同
会
社
デ
ロ
イ
ト
ト
ー
マ
ツ

代
表
社
員

鹿
山

真
吾

東
京
都
千
代
田
区
一
番
町
一
三
番
地
一
メ
ト
ロ
シ

テ
ィ
半
蔵
門

（
乙
）
デ
ロ
イ
ト
ト
ー
マ
ツ
ア
ク
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

上
野

聖

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
合
成
樹
脂
エ
マ

ル
ジ
ョ
ン
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ

を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は

会
社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認

決
議
を
経
ず
に
吸
収
分
割
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
乙
の

株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
十
一
月
五
日
に
行
う

予
定
で
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
五
日

掲
載
頁

九
十
二
頁
（
号
外
第
一
五
八
号
）

令
和
八
年
十
月
十
三
日

大
阪
市
中
央
区
伏
見
町
四
丁
目
一
番
一
号

（
甲
）
ジ
ャ
パ
ン
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
レ
ジ
ン
準
備

株
式
会
社

代
表
取
締
役

久
保

智
志

大
阪
市
中
央
区
伏
見
町
四
丁
目
一
番
一
号

（
乙
）
ジ
ャ
パ
ン
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
レ
ジ
ン
株
式

会
社

代
表
取
締
役

久
保

智
志

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
水
系
エ
マ
ル

ジ
ョ
ン
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を

承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は

会
社
法
第
七
九
六
条
第
一
項
、
乙
は
会
社
法
第
七
八
四
条

第
二
項
に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に
吸
収

分
割
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.m
cg
c.co
m
/ir/in

d
ex
.h
tm
l

令
和
八
年
十
月
十
三
日

大
阪
市
中
央
区
伏
見
町
四
丁
目
一
番
一
号

（
甲
）
ジ
ャ
パ
ン
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
レ
ジ
ン
準
備

株
式
会
社

代
表
取
締
役

久
保

智
志

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
一
番
一
号

（
乙
）
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役

筑
本

学

吸
収
分
割
公
告

当
社
（
甲
）は
、吸
収
分
割
に
よ
り
株
式
会
社
ダ
イ
ド
ー

ビ
バ
レ
ッ
ジ
静
岡
（
乙
、
住
所
静
岡
県
袋
井
市
徳
光
一
番

地
の
一
）
の
自
動
販
売
機
の
設
置
に
係
る
契
約
の
一
部
に

関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
二
十
一
日

掲
載
頁

六
十
七
頁
（
号
外
第
九
十
三
号
）

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.d
y
d
o
.co
.jp
/g
ro
u
p
/d
v
n
/

令
和
八
年
十
月
十
三
日

大
阪
府
大
阪
市
北
区
中
之
島
二
丁
目
二
番
七
号

ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
島

孝
徳





令和年月日 火曜日 第号官 報
吸
収
分
割
公
告

当
社
（
甲
）は
、吸
収
分
割
に
よ
り
株
式
会
社
ダ
イ
ド
ー

ビ
バ
レ
ッ
ジ
静
岡
（
乙
、
住
所
静
岡
県
袋
井
市
徳
光
一
番

地
の
一
）
の
自
動
販
売
機
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
除
く

事
業
の
一
部
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
・
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.d
y
d
o
.co
.jp
/g
ro
u
p
/d
v
n
/

令
和
八
年
十
月
十
三
日

大
阪
府
大
阪
市
北
区
中
之
島
二
丁
目
二
番
七
号

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

株
式
会
社

代
表
取
締
役

齋
藤

和
男

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
十
六
日
で
あ
り
、
組

織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
オ
ン
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
三
日

埼
玉
県
川
越
市
霞
ヶ
関
東
一

四

一
一
シ
ャ
ル

ム
二
階

合
同
会
社
オ
ン

代
表
社
員

大
田

静
香

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
三
日

東
京
都
大
田
区
上
池
台
四
丁
目
二
二
番
一
九

五

〇
一
号

Ｓ
Ｏ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
合
同
会
社

代
表
社
員

小
林
啓
崇
佳

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
Ｅ
Ｌ
Ａ
Ｎ

Ｖ
Ｉ
Ｅ

と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
三
日

東
京
都
港
区
六
本
木
三
丁
目
一
八
番
二

三
〇
一
号

合
同
会
社
Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｋ

Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

代
表
社
員

田
代

仁
美

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
三
日

東
京
都
立
川
市
富
士
見
町
二
丁
目
三
二

三
三

メ
ゾ
ン
・
ド
・
ノ
ア
ピ
ア
富
士
見
町
三
一
二
号

兆
泰
合
同
会
社

代
表
社
員

沈

亦
欽

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
三
日

神
奈
川
県
川
崎
市
麻
生
区
白
山
四

一

一

三

二
〇

合
同
会
社
ト
ー
ル
グ
ラ
ン
デ

代
表
社
員

藤
本

京

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
三
日

岐
阜
県
大
垣
市
郭
町
東
二
丁
目
五
四
番
地

合
資
会
社
川
貞
商
店

代
表
社
員

古
川

貞
雄

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
Ｈ
Ｍ
Ｓ
と
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
四
日
で
あ
り
、
当
社

の
総
社
員
の
同
意
の
取
得
は
令
和
八
年
十
月
八
日
に
終
了

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
三
日

静
岡
県
焼
津
市
相
川
二
三
三
七
番
地

合
同
会
社
Ｈ
Ｍ
Ｓ

代
表
社
員

片
岡

顕
悟

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
ツ
ク
ヨ
ミ
と
し
ま

す
。効

力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
当
社

の
総
社
員
の
同
意
の
取
得
は
令
和
八
年
十
月
一
日
に
終
了

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
三
日

熊
本
市
南
区
御
幸
笛
田
二
丁
目
一
五
番
三
八
号

合
同
会
社
ツ
ク
ヨ
ミ

代
表
社
員

遠
山

勝
太

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
百
万
円
減
少
し
百
万
円
と

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
十
三
日

埼
玉
県
草
加
市
草
加
一
丁
目
二
番
一
五
号

有
限
会
社
ク
ロ
ス

取
締
役

中
山

貴
之

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
金
二
十
五
億
一
千
七
百
万
円

減
少
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
十
三
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
丁
目
一
番
一
号

日
本
産
業
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

２
株
式
会
社

代
表
取
締
役

馬
上

英
実

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
百
万
円
減
少
し
三
百
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
十
五
日
で
あ
り
、
株

主
総
会
の
決
議
は
令
和
八
年
十
月
一
日
に
終
了
し
て
お
り

ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
十
三
日

福
岡
市
南
区
塩
原
三
丁
目
一
一
番
一
〇
号

有
限
会
社
タ
ク
ミ
ホ
ー
ム

代
表
取
締
役

山
﨑

靖
広

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
千
万
円
減
少
し
五
千
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

西
日
本
新
聞
（
筑
後
版
）

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
一
日

掲
載
頁

十
四
頁

令
和
八
年
十
月
十
三
日

福
岡
県
久
留
米
市
中
央
町
一
二
番
地
の
九

喜
多
村
石
油
株
式
会
社

代
表
取
締
役

喜
多
村
浩
司

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
千
万
円
減
少
し
五
千
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

西
日
本
新
聞
（
ふ
く
お
か
都
市
圏
版
）

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
一
日

掲
載
頁

十
四
頁

令
和
八
年
十
月
十
三
日

福
岡
市
博
多
区
西
月
隈
三
丁
目
一
番
四
八
号

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
西
日
本
株
式
会
社

代
表
取
締
役

喜
多
村
浩
司

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
百
万
円
減
少
し
二
百
五
十

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
十
三
日

宮
崎
県
西
臼
杵
郡
高
千
穂
町
大
字
押
方
九
四
九
番

地
一

有
限
会
社
高
千
穂
街
燈

代
表
取
締
役

興
梠

俊
茂

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
九
億
九
千
万
円
、
資
本
準
備

金
の
額
を
十
億
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.sh
a
ch
ih
a
ta -en

g
.co
.jp
/fin
a
n
ce/

令
和
八
年
十
月
十
三
日

名
古
屋
市
西
区
天
塚
町
四
丁
目
六
九
番
地

シ
ヤ
チ
ハ
タ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

佐
藤

旭





正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

（
原
稿
誤
り
）

一
下

二
百
三
十
七
条

第
百
三
十
七
条

令和年月日 火曜日 第号官 報
資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
五
千
九
百
十
万
円
減
少

し
て
一
千
万
円
と
し
、
資
本
準
備
金
の
額
を
一
億
四
千
八

百
五
十
万
円
減
少
し
て
金
〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
十
三
日

兵
庫
県
加
古
郡
稲
美
町
加
古
字
上
新
田
前
一
九
〇

〇
番
地
の
四

有
限
会
社
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ａ
Ｌ

Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

取
締
役

高
垣

昇
一

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、令
和
八
年
十
月
二
十
八
日
を
基
準
日
と
定
め
、

同
日
午
前
十
時
現
在
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
も
っ
て
、

そ
の
所
有
す
る
株
式
百
株
を
十
万
株
と
す
る
株
式
分
割
に

よ
り
株
式
の
割
当
て
を
受
け
る
株
主
と
定
め
ま
し
た
の
で

公
告
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
三
日

東
京
都
渋
谷
区
神
南
一
丁
目
一
一
番
四
号

株
式
会
社
か
わ
つ
よ

代
表
取
締
役

川
上

慶
士

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
三
日

東
京
都
中
央
区
築
地
三
丁
目
一
二
番
一
号

株
式
会
社
マ
リ
ン
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

代
表
取
締
役

上
山

洋
平

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
八
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。
な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無

効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
三
日

東
京
都
大
田
区
大
森
北
一
丁
目
一
番
一
〇
号
大
森

シ
テ
ィ
ビ
ル
九
Ｆ

江
崎
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

江
﨑

史
敏

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
三
日

新
潟
県
小
千
谷
市
東
栄
三
丁
目
四
番
五
号

小
杉
土
建
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
杉

尚
志

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
八
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
三
日

山
口
県
防
府
市
大
字
浜
方
二
七
番
地
の
一

三
田
尻
化
学
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

山
田

浩
文

優
先
出
資
の
消
却
に
つ
き
優
先
出
資
証
券
提
出
公
告

当
社
は
、
発
行
済
優
先
出
資
三
万
六
千
七
百
口
を
消
却

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
の
優
先
出
資
証

券
を
所
有
す
る
方
は
、
効
力
発
生
日
で
あ
る
令
和
八
年
十

一
月
十
六
日
ま
で
に
当
社
に
ご
提
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
十
三
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号蒲

田
・
ホ
テ
ル
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ツ
特
定
目

的
会
社

取
締
役

粟
国

正
樹

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
、
優
先
資
本
金
の
額
を
九
億
五
千
九
百
二
万
円
減

少
し
て
三
千
四
百
九
十
八
万
円
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の

開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
二
日

掲
載
頁

七
十
九
頁
（
号
外
第
一
八
〇
号
）

令
和
八
年
十
月
十
三
日

東
京
都
港
区
元
赤
坂
一
丁
目
一
番
七

一
〇
〇
六
号

Ｐ
Ｊ
Ｍ
Ｆ

Ｉ
ｎ
ｖ
ｅ
ｓ
ｔ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
特
定

目
的
会
社

取
締
役

菊
地

耕
平

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
、
優
先
資
本
金
の
額
を
五
億
六
千
九
百
八
十
五
万

円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.w
eb -k

o
k
o
k
u
.jp
/11092/11092.h

tm
l

令
和
八
年
十
月
十
三
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
五
丁
目
一
番
四
号

Ｖ
ｉ
ｒ
ｇ
ｏ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

福
永

隆
明

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
七
億
二
千
六
百
万
円
減

少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.k
a
ik
ei -h
o
m
e.co
m
/a
x
ess/0059/

in
d
ex
.h
tm
l

令
和
八
年
十
月
十
三
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
六
番
一
号

Ｔ
ｅ
ｒ
ｒ
ａ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

長
尾

誠

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
三
億
六
千
七
百
万
円

減
少
し
、
金
三
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
て
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.a
sa -ep

n
.jp
/ir/00001034/a

5m
7

令
和
八
年
十
月
十
三
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号蒲

田
・
ホ
テ
ル
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ツ
特
定
目

的
会
社

取
締
役

粟
国

正
樹

訂
正
公
告

令
和
八
年
十
月
二
日
掲
載
の
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

中
、「
資
本
金
の
額
を
五
億
九
千
九
百
十
五
万
九
千
二
百
三

十
二
円
減
少
す
る
」
と
あ
る
は
「
資
本
金
の
額
を
五
億
九

千
九
百
十
五
万
九
千
二
百
三
十
二
円
（
う
ち
資
本
準
備
金

と
す
る
額
二
億
六
千
六
百
四
十
八
万
七
千
三
百
六
十
円
）

減
少
す
る
」
の
誤
り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
十
三
日

札
幌
市
北
区
北
十
条
西
三
丁
目
一
番
地
一

株
式
会
社
Ｍ
Ｊ
Ｏ
Ｌ
Ｎ
Ｉ
Ｒ

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｗ

Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ

代
表
取
締
役

米
倉

一
男

令
和
八
年
九
月
十
日
（
号
外
第
二
百
二
号
）
公
布
財
務

省
令
第
五
十
九
号
（
国
の
会
計
帳
簿
及
び
書
類
の
様
式
等

に
関
す
る
省
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
）
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